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図面番号 図面名称 縮尺 備考

1～3     STA.984付近　軽量盛土工一般図 (1)～(3） 図示

4～5 　　STA.984付近　軽量盛土工　ブロック展開図 (1)、(2) 図示

6 　　STA.984付近　軽量盛土工　壁面材展開図 図示

7～8     STA.984付近　軽量盛土工　コンクリート床版展開図 (1)、(2) 図示

9～16     STA.984付近　軽量盛土工　平面ブロック図 (1)～(8) 図示

17～21     STA.984付近　軽量盛土工　コンクリート床版平面図 (1)～(5) 図示

22 　　STA.984付近　軽量盛土工　上部コンクリート床版抑止工詳細図 図示

26 　　STA.984付近　軽量盛土工　のり面保護工一般図 図示

27～29 　　STA.984付近　軽量盛土工　のり面保護工詳細図 (1)～(3） 図示

23 　　STA.984付近　軽量盛土工　防護柵基礎工詳細図 図示

24～25 　　STA.984付近　軽量盛土工　横断図 (1)、(2) 1:500

＜図面目録＞
（軽量盛土工）
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第２章９条の３：指定可燃物

但し、
消防法

適応除外品とする。

左記同等以上品

第３章：危険物
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規    格

許容圧縮応力
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平　面　図 S=1:600

1:200

STA.984付近　軽量盛土工一般図(1)図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名
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株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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STA.984付近　軽量盛土工一般図(2)図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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軽量盛土工数量表(1)

項　目 規格・寸法 数　　量 備　　　考単位種　別

 軽量盛土工  軽量盛土材設置工A

 軽量盛土材設置工B

 軽量盛土材設置工C

 壁面材設置工A

 壁面材設置工B

 上部ｺﾝｸﾘｰﾄ床版工

 ｺﾝｸﾘｰﾄ床版工

 中間ｺﾝｸﾘｰﾄ床版工

 ｺﾝｸﾘｰﾄ B1-3

 型わく C

 鉄筋金網

 目地材 t=20㎜

 EPS盛土材 DX-24H 

 緊結金具 

m3

個

270.4 

1244   

 EPS盛土材 DX-29

 緊結金具 

m3

個

641.7 

2952   

 EPS盛土材 DX-35

 緊結金具 

m3

個

37.4 

172   

 着脱式軽量壁面材

 床版用軽量残存型枠

m2

m2

339.8 

30.6 

m3

m2

5.316 t

m2 2.9 

 上載部

57.0 

22.6 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ B1-3

 型わく C

 鉄筋金網

 目地材 t=20㎜

m3

m2

2.403 t

m2 1.4 

25.8 

24.5 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ B1-3

 型わく C

 鉄筋金網

 目地材 t=20㎜

m3

m2

2.716 t

m2 1.5 

29.1 

14.4 

 排水工A1

 排水工A2

 排水工B

 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ100 ｍ  縦断管(有孔管)

 横断管(無孔管) 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ100 ｍ

 切込砕石 m3

 透水ｼｰﾄ

m2

m2

 不織布 t=2㎜

129.5 

40.7 

48.2 

70.9 

506.2 

 基礎材  B1

 C2-1

 B2

 再生切込砕石

 敷砂

m3 25.0 

m3 8.3 

 D

 鉄筋  A

m3

m2

t D13 SD345

18.0 

11.9 

1.430 

 洗堀防止工

m3

m2

77.1 

78.4 

 上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

 B1-3

 型わく  C

m3

m2

t D13 SD345

189.2 

603.2 

0.381 

 防護柵基礎

t D16 SD345 11.155 

t 小計 11.536 

 上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

 防護柵基礎

 防護柵基礎

 洗堀防止工

 洗堀防止工

m2 90.3  計

 計 t 12.966 

 小計 t 1.430 

 構造物掘削  普通部A  掘削 m3

m3

1900.6 

 埋戻し 472.2 

軽量盛土工数量表(2)

項　目 規格・寸法 数　　量 備　　　考単位種　別

 D22･L=2.0m

 ﾀｲﾛｯﾄﾞD22 本 1   

 L=2.20m

 L=2.45m

 L=2.50m

 L=2.65m

 L=2.70m

本 10   

本 7   

本 9   

本 4   

本 1   

 L=2.75m 本 6   

 L=2.90m 本 6   

 L=2.95m 本 1   

 L=3.00m 本 3   

 L=3.15m 本 3   

 L=3.20m 本 3   

 L=3.25m 本 1   

 L=3.40m 本 4   

 計 本 59   

 ｶｯﾌﾟﾗｰ 個 58   

 ﾅｯﾄD22用

 S型ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

 連結ﾌﾟﾚｰﾄ

 支圧ﾌﾟﾚｰﾄ

 頭部ﾅｯﾄD22用

 鉄筋挿入工D22

 L=3.65m

 L=4.15m

 L=4.65m

 計

個

個

個

枚

枚

 L=1.95m

※鉄筋挿入工長(L')は、コンクリート床版平面図を参照。

 L=3.15m 本

本

本

本

本

4   

29   

15   

11   

59   

59   

59   

118   

59   

59   

 (ﾈｼﾞ節異形棒

 (ﾈｼﾞ節異形

 棒鋼)

 鋼)SD345相当

 ｽﾍﾟｰｻｰ 個 118   

 溶融亜鉛ﾒｯｷ処理

 SD345相当

 (溶融亜鉛

 ﾒｯｷ処理)

 (溶融亜鉛ﾒｯｷ

 処理)

 〃

 溶融亜鉛ﾒｯｷ処理

 削孔φ90 ｍ 223.0 

 ｸﾞﾗｳﾄﾞ材注入 m3 2.0 

 〃

 〃

 〃

 〃

 D22･L=3.0m

 D25･L=2.0m

 D25･L=2.5m

 D22 SD345

 D22 SD345

 D25 SD345

 D25 SD345

本

本

本

本

29   

16   

178   

46   

 削孔径φ65

 〃

 〃

 〃

 計 m3 95.1 

 裏込め工A1  切込砕石 m3 146.1  凍上抑制層

 受圧板工  受圧板D1

 受圧板D2

 受圧板D3

基

基

基

237   

30   

2   

 967×967×40

 647×647×40

 407×407×40

 FRP格子状受圧板

 〃

 〃

 客土掘削  土砂C

STA.984付近　軽量盛土工一般図(3)
STA.984+9.00～STA.985+23.50

1:200

STA.984付近　軽量盛土工一般図(3)図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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A B
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正面展開図（上部コンクリート床版下面）S=1:250

DL=545.0

DL=545.0

S=1:100排水部断面図

※ 　　　　は、排出管設置位置及び排出管長を示す。

図示

STA.984付近 軽量盛土工ブロック展開図(1)

STA.984付近　軽量盛土工ブロック展開図(1)

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

正面展開図（上載部） S=1:250

断　面　図

CASE2

CASE1
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(有孔管)
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(無孔管)

100

L1

(コンクリートシール)
t=100

2.0％

洗堀防止工

コンクリート床版

DX-24H（許容圧縮応力　100kN/m
2
）

DX-29（許容圧縮応力　140kN/m
2
）

上部コンクリート床版抑止工取付位置

DX-35（許容圧縮応力　200kN/m
2
）
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上載部

上部コンクリート床版下面
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9段目
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5段目

4段目

3段目

2段目

10段目

1段目

2段目

3段目

C D

C D

DL=545.0

DL=545.0

S=1:100排水部断面図

※ 　　　　は、排出管設置位置及び排出管長を示す。

軽量盛土材割付NO.

軽量盛土材割付NO.

図示

STA.984付近 軽量盛土工ブロック展開図(2)図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

STA.984付近　軽量盛土工ブロック展開図(2)

正面展開図（上部コンクリート床版下面）S=1:250

正面展開図（上載部） S=1:250

断　面　図

CASE2

CASE1
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着脱式軽量壁面材(t=25mm) 339.81 2m

床版用軽量残存型枠(t=40mm) 30.60 2m

着脱式軽量壁面材詳細図 

着脱式軽量壁面材

固定ビス

正面図(A-A)

1000

25

B

発泡目地材

B

A

A

1000

10 980 10

5
0
0

10
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0

1
0

10 980 10

C C C C

5
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10
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0
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0

t=25mm

A A

発泡目地材

着脱式軽量壁面材
t=25mm

固定ビス

着脱式軽量壁面材
t=25mm

発泡目地材

固定ビス

発泡スチロールブロック

発泡スチロールブロック

B

B

S=1:50

側面図(B-B)

平面図(C-C)

固定具

固定具

軽量残存型枠

M10ボルト・ナット・ワッシャー

L型金物

ばん線・結束線等で固定

丸釘 150

着脱式軽量壁面材

t=40mm

t=25mm

鉄筋金網
D13-150×150

1
5
0

発泡スチロールブロック

軽量残存型枠詳細図 S=1:50

正面展開図 S=1:250

DL=545.0

DL=545.0

STA.984付近　軽量盛土工壁面材展開図

軽量盛土材割付NO.

図示

STA.984付近　軽量盛土工壁面材展開図図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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S=1:50

2σck 2=24 N/mm  (240 kgf/cm  )

14 kg/m2
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鉄筋金網

@150

   コンクリート床版の設計基準強度

   寸法の端数は標準金網をカットする

D13×150×150

@
1
50

コンクリート床版配筋図

鉄筋金網

上部コンクリート床版断面図

7
5

7
51
50

中間コンクリート床版断面図

コンクリート床版

 

上部コンクリート床版抑止工取付位置

コンクリート床版の伸縮目地材（t＝20mm）設置位置を表す
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STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版展開図(1)

DL=545.0

DL=545.0

図示

STA.984付近　軽量盛土工
図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

正面展開図（上部・中間コンクリート床版） S=1:250

正面展開図（上載部） S=1:250

断　面　図

CASE2

CASE1
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S=1:50
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14 kg/m2
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   コンクリート床版の設計基準強度

   寸法の端数は標準金網をカットする
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中間コンクリート床版断面図

コンクリート床版

 

上部コンクリート床版抑止工取付位置

コンクリート床版の伸縮目地材（t＝20mm）設置位置を表す
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STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版展開図(2)

DL=545.0

DL=545.0

軽量盛土材割付NO.

軽量盛土材割付NO.

図示

STA.984付近　軽量盛土工
図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

正面展開図（上部・中間コンクリート床版） S=1:250

正面展開図（上載部） S=1:250

断　面　図

CASE2

CASE1
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コンクリート床版展開図(2)
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1段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-29  12.00  6.00 t=500

合計  12.00  6.00

2段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-29  40.55  20.28 t=500

DX-35  7.62  3.81 t=500

合計  48.17  24.09

3段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-29  74.00  37.00 t=500

DX-35 11.92  5.96 t=500

合計 85.92  42.96

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

1段目(上部コンクリート床版下面)

2段目(上部コンクリート床版下面)

3段目(上部コンクリート床版下面)

図示

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(1)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(1)S=1:250

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)

9 29

29
9



4段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-29  127.18  63.59 t=500

DX-35  9.00  4.50 t=500

合計  136.18  68.09
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5段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H  4.00  2.00 t=500

DX-29 153.45 76.73 t=500

DX-35  8.25  4.13 t=500

合計 165.70 82.86

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

図示

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(2)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(2)

4段目(上部コンクリート床版下面)

5段目(上部コンクリート床版下面)

S=1:250

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)

10 29

29
10
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6段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H  12.93  6.47 t=500

DX-29 169.06 84.53 t=500

DX-35 12.00 6.00 t=500

合計  193.99 97.00

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(3)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(3)

6段目(上部コンクリート床版下面)

S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)
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29
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7段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H  29.59  14.80 t=500

DX-29 177.70 88.85 t=500

DX-35 15.31 7.66 t=500

合計 222.60 111.31

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(4)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(4) S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

7段目(上部コンクリート床版下面)

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)
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29
12



S
TA
 9
8
4
+
6
0

S
TA
 9
8
4
+
4
0

S
TA
 9
8
4
+
2
0

556065707580859095100

105

110

115

118

556065707580859095100

105

110

115

118

DX-24H

DX-24H DX-24H

3
0
0
0

2
75
02

50
0

2
7
50

3
0
0
0

2
7
50

2
5
0
0

2
7
50

3
0
0
03
00
027
5 02
5
00

2 2
5 02
00
01
7
5 0

5
0
0

1
0
00

2
0
0
0

5
0
0

2
25
02

00
0

5
0
0

2
2
5
0

5
0
0

2
00
0

1
0
0
0

2
2
5
0

5
0
0

2
00
0

5
0
0

2
2
5
0

5
0
0

2
00
0

1
0
0
0

2
0
0 0

1
0
0 0

2
25
0

5
00

2
0
0 0

5
0
0

2
0
00

2
5
0
0

DX-35

DX-29

DX-29

DX-29

S
T
A
 9
85

S
TA
 
9
8
5

S
TA
 
9
84
+
80

2025303540455055 2025303540455055

DX-24H

2
0
0
0

1
7
5
03
0
0
0

2
2
5
0

5
0
05
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

2
25
0

2
0
0
0

2
25
0

1
0
00

2
0
0
0 3
0
0
0

2
7
5
0

2
5
0
0

3
2
50

DX-29 DX-29
DX-35

DX-29

8段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H  53.68  26.84 t=500

DX-29 189.43 94.72 t=500

DX-35 10.65 5.33 t=500

合計 253.76 126.89

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(5)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(5) S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

8段目(上部コンクリート床版下面)

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)
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29
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9段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H 55.50 27.75 t=500

DX-24H  14.73  3.68 t=250

DX-29 176.69 88.35 t=500

DX-29  47.45  11.86 t=250

合計 294.37 131.64

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

図示

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(6)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(6) S=1:250

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

9段目(上部コンクリート床版下面)

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)

14 29

29
14



S
T
A
 9
85

S
TA
 9
8
5

S
TA
 
9
8
4
+
8
0

S
TA
 
9
84
+
60

S
T
A
 9
85
+
2
0

1

5

10

15
2025303540455055606570

DX-24H

DX-24H
t=250

20
0 0

20
0 0

22
502

25
0

2
5
0
0

2
25
0

3
0
0
0

3
2
5
0

3
5
0
0

3
7
5
0

3
50
0

3
2
5
0

3
00
0

2
7
5
0

5
0
0

2
5
0
0

2
2
5
0

1
0
0
0

2
0
00

1
00
0

2
2
5
0

1
5
0
0

2
0
00

1
50
0

2
2
5
0

1
5
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

2
2
5
0

1
0
0
0

2
0
0
0 DX-29

(t=250) DX-29
DX-29

S
T
A
 9
85

S
T
A
 9
85

S
TA
 
9
85
+
20

1

5

10

15
2025

2 2
5 0

2
2
5 0

2
5
0
0

DX-29
(t=250)

10段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H 11.00 5.50 t=500

DX-24H  33.50  8.38 t=250

DX-29 91.31 45.66 t=500

DX-29  57.50  14.38 t=250

合計 193.31 73.92

11段目

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-29  38.78  9.70 t=250

合計  38.78  9.70

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

図示

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(7)

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(7)

10段目(上部コンクリート床版下面)

S=1:250

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

11段目(上部コンクリート床版下面)

(上部コンクリート床版下面軽量盛土材)
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1段目(上載部)

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H 98.88 49.44 t=500

合計 98.88 49.44

2段目(上載部)

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H 116.64 58.32 t=500

合計 116.64 58.32

3段目(上載部)

名　　称 規　格 面　積 体　積 摘　要

（m2） （m3）

DX-24H 134.40 67.20 t=500

合計 134.40 67.20

記号 EPS種別
敷設幅

CASE1 CASE2

DX-35 1.50～1.75m-

DX-29 2.00～2.50m，※21.50～1.75m，※2

DX-24H 2.75～3.25m, ※12.00～3.50m，※1

凡 例

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(8)

1段目(上載部)

(上載部軽量盛土材)

2段目(上載部)

3段目(上載部)

S=1:250

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

図示

STA.984付近　軽量盛土工平面ブロック図(8)

16 29

29
16
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STA.984付近　軽量盛土工

STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版平面図(1)

中間コンクリート床版

S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

17 29

コンクリート床版平面図(1)
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コンクリート床版平面図(2)

STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版平面図(2)

上部コンクリート床版(全体平面)

S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

18 29

STA.984付近　軽量盛土工
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S=1:20

コンクリート床版段差部詳細図

段差部コンクリート(t=150)

※ A1(段差面積)=H(段差高)×L(段差長)
　 V(体積)=A(段差面積)×t(段差厚)
　 A2(背面面積)=H(段差高)×t(段差厚)

2.7518 0.690.25 0.10

3.8043 0.950.25 0.14
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段差高 段差長

0.76
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割付NO.

段差部コンクリート

段差部型わく
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50

STA.984付近　軽量盛土工

STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版平面図(3)

上部コンクリート床版(段差平面)

S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

19 29

コンクリート床版平面図(3)
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STA.984付近　軽量盛土工

STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版平面図(4)

上部コンクリート床版抑止工

S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

20 29

コンクリート床版平面図(4)
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S=1:20

段差部コンクリート床版詳細図

段差部コンクリート床版(上載部)(t=150)

※ A1(段差面積)=H(段差高)×L(段差長)
　 V(体積)=A(段差面積)×t(段差厚)
　 A2(背面面積)=H(段差高)×t(段差厚)
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STA.984付近　軽量盛土工

STA.984付近　軽量盛土工コンクリート床版平面図(5)

コンクリート床版(上載部)(全体平面)

段差部コンクリート床版(上載部)平面図

S=1:250

図示

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

用地境界

用地境界

軽量盛土材割付No.

軽量盛土材割付No.

21 29

コンクリート床版平面図(5)
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カップラー

カップラー

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/図示

STA.984付近　軽量盛土工上部コンクリート床版抑止工詳細図

STA.984付近　軽量盛土工

22 29

上部コンクリート床版抑止工詳細図
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S=1:40 S=1:40 鉄筋加工図 S=1:40
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後部補強筋
D13

D13

D13

5050 5030050

補強鉄筋質量表（支柱1箇所当り）
径 長さ 本数 単位質量 質量 摘要

合計 D13

D13 1500 1.49 32 0.995

3 kg

42
4

250200

424135
°

200

135°

補強鉄筋：D13×1500

ガードレール用補強鉄筋詳細図 S=1:40

力のかかる方向

W2 10-D16×2620

上部調整コンクリート

1
7
0

1
7
0

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/図示

STA.984付近　軽量盛土工防護柵基礎工詳細図

STA.984付近　軽量盛土工防護柵基礎工詳細図

23 29

29
23



DL=540.0

STA.984+60.000

PH=556.598

GH=558.53

STA.984+59.175

PH=556.590

GH=556.40

DL=540.0

556.065

STA.984+20.000

PH=556.215

GH=557.70

STA.984+19.172

PH=556.207

GH=556.00

DL=540.0

STA.984+40.000

PH=556.406

GH=558.29

STA.984+39.174

PH=556.398

GH=556.19
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6
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2
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2
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503
38

2
6
00

3
90
0

▽553.100

規格

上部床版 3750 t= 150

2250

2500

5段目

中間床版 150

500

t=

t=

STA.984+20

積段数 控長さ 厚み

軽量盛土材寸法表

2250
7段目

500t=

25006段目 500t=

2000
8段目

500t=

2250
9段目

250t=

20004段目 500t=

17503段目 500t= DX-35

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

数量根拠

砂 0.59 m2

透水シート 4.40 m

15002段目 500t= DX-35

規格

上部床版 3050 t= 150

1750

2000

5段目

中間床版 150

500

t=

t=

STA.984+40

積段数 控長さ 厚み

軽量盛土材寸法表

22507段目 500t=

20006段目 500t=

2000
8段目

500t=

2250
9段目

250t=

15004段目 500t= DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

数量根拠

砂 0.95 m2

透水シート 5.40 m

規格

上部床版 2000 t= 150

STA.984+40(上載部)

積段数 控長さ 厚み

10001段目 500t=

12502段目 500t=

15003段目 500t=

DX-24H

DX-24H

DX-24H

規格

上部床版 3200 t= 150

1750

2000

5段目

中間床版 150

500

t=

t=

STA.984+60

積段数 控長さ 厚み

軽量盛土材寸法表

22507段目 500t=

20006段目 500t=

2000
8段目

500t=

2250
9段目

500t=

15004段目 500t= DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

数量根拠

砂 0.80 m2

透水シート 5.70 m

規格

上部床版 2250 t= 150

STA.984+60(上載部)

積段数 控長さ 厚み

12501段目 500t=

15002段目 500t=

17503段目 500t=

DX-24H

DX-24H

DX-24H2000
10段目

250t= DX-29

tl層 Hf-w層

Hf-m層(qa=300kN/m2)

tl層 Hf-w層

Hf-m層(qa=300kN/m2)

tl層 Hf-w層

Hf-m層(qa=300kN/m2)

4000

3500

3500

▽556.038

▽556.250

▽556.442
500 500t=

500 500t=

DX-24H

DX-24H

1000 250t= DX-24H

500 500t=

500 250t=

DX-24H

DX-24H

500 500t=

1000 500t=

1000 250t=

DX-24H

DX-24H

DX-24H

洗堀防止工 1.66 m

洗堀防止工 1.50 m

洗堀防止工 1.46 m

切土補強土工（SD345）D22　L=3.0～2.0m　1.0x1.0m間隔

L=3.0mL=2 .0m

L=2.5m

L =2.0m

L= 2.5m
L=2.0m

1900

項　目

構造物掘削

埋　戻　し

規　格 単位

m2

数　量 摘　要

2.3

凍上抑制層 m2 1.1

m2 16.6

項　目 規　格 単位 数　量 摘　要

項　目 規　格 単位 数　量 摘　要

6431

556.321556.215556.109

555.709

555.921555.815

556.065

2.500%2.500%

35003500

7000

24181

5181

750 750
17503681

2500 7000

750
35003500

750
1750

750
351
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556.300

555.900

556.006
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556.406

2.500%2.500%

35003500

7000 2500

24108
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750 750
17503608
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35003500
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1750

750 70002500
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556.492

556.092

556.198

556.448 556.704

556.304

556.598

2.500%2.500%

35003500

7000 2500

24041

5041

750 750
17503541

2500

750750
17501750 35003500

7000750

凍上抑制層

凍上抑制層

凍上抑制層

1150

1150

1150

12532

7101

11814250 4250

5431

2851

11585

6226

11094250 4250

5359

1976

11521

6230

10414250 4250

5291

構造物掘削

埋　戻　し m2 2.5

凍上抑制層 m2 1.1

m2 16.8

構造物掘削

埋　戻　し m2 6.6

凍上抑制層 m2 1.1

m2 19.8

1:500

STA.984付近　軽量盛土工横断図(1)

STA.984付近　軽量盛土工横断図(1) S=1:500

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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DL=540.0

557.172

STA.985+20.000

PH=557.172

GH=559.04

STA.985+19.179

PH=557.164

GH=557.00

DL=540.0

STA.984+80.000

PH=556.789

GH=557.93

STA.984+79.176

PH=556.781

GH=556.59

DL=540.0

STA.985+00

PH=556.980

GH=558.88

STA.984+99.178

PH=556.972

GH=556.79
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00

7
50 ▽553.200

▽554.100

規格

上部床版 3950 t= 150

2000

2750

5段目

中間床版 150

500

t=

t=

STA.984+80

積段数 控長さ 厚み

軽量盛土材寸法表

2000
7段目

500t=

2250
6段目

500t=

2250
8段目

500t=

2000
9段目

500t=

22504段目 500t= DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

DX-29

数量根拠

砂 0.98 m2

透水シート 7.40 m

規格

上部床版 3000 t= 150

STA.984+80(上載部)

積段数 控長さ 厚み

20001段目 500t=

22502段目 500t=

25003段目 500t=

DX-24H

DX-24H

DX-24H2250
10段目

250t= DX-29

17502段目 500t=

20003段目 500t=

15001段目 500t= DX-29

DX-29

DX-29

規格

上部床版 2750 t= 150

STA.985+00

積段数 控長さ 厚み

軽量盛土材寸法表

15007段目 500t=

17508段目 500t=

20009段目 500t=

DX-35

DX-35

DX-29

数量根拠

砂 0.25 m2

透水シート 2.30 m

225010段目 500t= DX-29

規格

上部床版 2750 t= 150

STA.985+20

積段数 控長さ 厚み

軽量盛土材寸法表

200010段目 500t= DX-29

数量根拠

砂 0.08 m2

透水シート 0.90 m

225011段目 250t= DX-29

tl層 Hf-w層

Hf-m層(qa=300kN/m2)

tl層 Hf-w層

Hf-m層(qa=300kN/m2)

tl層 Hf-w層

Hf-m層(qa=300kN/m2)

3000

4500

4000

▽556.633

▽556.824

▽557.008

500 500t=

1000 500t=

500 500t=

1000 500t=

1500 500t=

DX-24H

DX-24H

DX-24H

DX-24H

DX-24H

1500 250t= DX-24H

1.28 m

1.79 m

洗堀防止工 1.68 m

切土補強土工（SD345）D25　L=2.5～2.0m　1.5x1.5m間隔

L=2.5m

L=2.0m

L=2.5m
L=2.0m

L=2.0m

項　目 規　格 単位 数　量 摘　要

項　目 規　格 単位 数　量 摘　要

項　目 規　格 単位 数　量 摘　要

6227

556.683

556.283

556.389

556.639 556.895

556.495

556.789

2.500%2.500%

35003500

7000 2500

23977

4977

750 750
17503477

750750
1750 35003500

70002500750

6167

556.874

556.474

556.580

556.830 557.086

556.686

556.980

2.500%2.500%

35003500

7000 2500

23917

4917

750
1750

750750
341735003500

70002500

750

750

1750

6112

556.595

557.278

556.878

557.066

556.666 556.772

557.022

2.500% 2.500%

35003500

7000 2500

23861

4861

750
1750

750 750

336135003500

7000

750
1750

2500

500

2814

土砂E

軟岩A

軟岩A

硬岩A

土砂E

凍上抑制層

凍上抑制層

凍上抑制層

1150

1150

1150

11457

6230

9774250 4250

5227

1980

11397

6230

9174250 4250

5167

1980

415

12196

7085

8614250 4250

5111

2835

洗堀防止工

洗堀防止工

構造物掘削

埋　戻　し m2 1.7

凍上抑制層 m2 1.1

m2 17.2

構造物掘削

埋　戻　し m2 6.0

凍上抑制層 m2 1.1

m2 15.0

構造物掘削

埋　戻　し m2 6.5

凍上抑制層 m2 2.5

m2 15.0

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/1:500

STA.984付近　軽量盛土工横断図(2)

STA.984付近　軽量盛土工横断図(2) S=1:500
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0.
8

切土補強土工（SD345）D25　L=2.5～2.0m　1.5x1.5m間隔
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2.0m

2.0m

2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m

2.0m2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m 2.0m

750 750

1500

2.0m2.0m

2.0m2.0m

▽548.550

レギュラーパネル
L=3.0m D22：14枚
L=2.0m D22：26枚
合計：40枚

ミドルパネル
L=3.0m D22：1枚
L=2.0m D22：2枚
合計：3枚

ハーフパネル
L=3.0m D22：1枚
L=2.0m D22：1枚
合計：2枚

レギュラーパネル
L=2.5m D25：42枚
L=2.0m D25：155枚
合計：197枚

ミドルパネル
L=2.5m D25：4枚
L=2.0m D25：23枚
合計：27枚

D25 L=2.5m：46本

D25 L=2.0m：178本

凡例（数量）

CASE2CASE1
受圧板D1

受圧板D2

受圧板D1

受圧板D2

受圧板D3

切土補強土工

切土補強土工

D22 L=3.0m：16本

D22 L=2.0m：29本

切土補強土工

切土補強土工

正面展開図

S=1:200

標準断面図 S=1:200

設　計　条　件
検討断面 STA.984+80

設計対象地盤

法長

tl,Hf-w,Hf-m

Hmax=7.30m

想定すべり面

安定計算式

円弧すべり

フェレニウス法

地震時

常　時

Fsp=1.00

Fsp=1.20

現況安全率　常時（地震時） Fs=0.583(0.437)

必要抑止力　常時（地震時） Pr=102.5(104.6)

Hf-w,Hf-m τ=0.800N/mm2

計画安全率

荷重種類 活荷重q=10kN/m2

周面摩擦抵抗

上載荷重

設計水平震度 Kh=0.14

補強材

規格

長さ

ピッチ

SD345，D25

水平1.50m×鉛直1.50m

2.0～2.5m

削孔径 φ65

種類 FRP受圧版反力体

tl τ=0.104N/mm2

STA.984+20

Hmax=4.40m

円弧すべり

フェレニウス法

Fsp=1.00

Fsp=1.20

τ=0.800N/mm2

活荷重q=10kN/m2

Kh=0.14

SD345，D22

水平1.00m×鉛直1.00m

2.0～3.0m

φ65

τ=0.104N/mm2

補強後安全率　常時（地震時） Fs=1.239(1.195)

Fs=0.640(0.488)

Pr=116.3(119.1)

Fs=1.203(1.236)

FRP受圧版

tl,Hf-w,Hf-m

図示

STA.984付近　軽量盛土工のり面保護工一般図

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

STA.984+8.90～STA.985+23.50

STA.984付近　軽量盛土工のり面保護工一般図
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切土補強土工

Ａ

1．角座金

Ａ

1.角座金

FRP製格子状パネル

硬練モルタル

断面図Ａ－Ａ

9

1
50

φ
2
8

L=2.00～3.0m

2. ナット(D22用)

35

40
.
4

50

3. スペーサー(D22用)

153

φ
357
2

φ35

3.スペーサー
グラウト材

ネジ節異形棒鋼D22 SD345

受圧板

2.ナット

150

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/図示

STA.984付近　軽量盛土工のり面保護工詳細図(1)

STA.984付近　軽量盛土工

S=1:5

27 29

のり面保護工詳細図(1)
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切土補強土工

2.ナット

1.角座金

FRP製格子状パネル

硬練モルタル

L=2.00～2.50m

3.スペーサー グラウト材

ネジ節棒鋼D25 SD345

2. ナット(D25用)

38

4
3
.9

50

3. スペーサー(D25用)

153

φ
357
2

φ35

受圧板

Ａ

1．角座金

Ａ

断面図Ａ－Ａ

9

1
50

φ
3
2

150

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/1:5

STA.984付近　軽量盛土工のり面保護工詳細図(2)S=1:5

STA.984付近　軽量盛土工
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のり面保護工詳細図(2)
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受圧板Ｄ１詳細図

A-A矢視

寸　法

重　量

967×967×40 mm

16.8 kg

材　質 FRP(連続ガラス長繊維使用)

バー断面形状斜視図

ダークブラウン標準色

切土補強土工　構造図

切土補強土工　配置図(@1.0m)S=1:50

500

1000 1000 1000 1000

33 967 407

647

9
6
7

3
3

1
0
0
0

1
0
0
0

FRP製格子形状受圧板

967x967x40
FRP製格子形状受圧板

407x407x40

FRP製格子形状受圧板

647x647x40

(レギュラーサイズ)

受圧板Ｄ３詳細図

(ハーフーサイズ)

寸　法

重　量

407×407×40 mm

3.0 kg

材　質 FRP(連続ガラス長繊維使用)

ダークブラウン標準色

40

A

A-A矢視

受圧板Ｄ２詳細図

(ミドルサイズ)

寸　法

重　量

647×647×40 mm

7.5 kg

材　質 FRP(連続ガラス長繊維使用)

受圧板D2　FRP製格子形状受圧板　諸元

ダークブラウン標準色

40

A-A矢視
647

73

7
3

11
5

115

6
4
7

1
5
3

153

73

407

7
3

4
0
7

11
5

115

1
5
3

153

グリーンパネル

967x967x40

長繊維不織布 ODS
1:
 0
.5

HSプレート

切土補強土工

t=5mm

ワッシャー

コマナット

A

A

A

967

73

7
3

1
5
3

11
5

115

153

9
6
7

S=1:3 S=1:3

切土補強土工　配置図(@1.5m)S=1:50

1500 1500 1500

533 967 407

647

9
6
7

5
3
3

1
5
0
0

FRP製格子形状受圧板

967x967x40
FRP製格子形状受圧板

407x407x40

FRP製格子形状受圧板

647x647x40

9
6
7

750750

受圧板D1

受圧板D3

受圧板D2

受圧板D3　FRP製格子形状受圧板　諸元

受圧板D1　FRP製格子形状受圧板　諸元

受圧板D3

受圧板D2

受圧板D1

図示

STA.984付近　軽量盛土工のり面保護工詳細図(3)

S=1:50

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

 　　　　のり面保護工詳細図(3)

S=1:50

S=1:50

S=1:50
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        STA.984付近　軽量盛土工
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